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下水協

検
討
委
で

議
論
進
む

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
報
告
な
ど

水
の
安
全
保

障
戦
略
機
構

合
同
会
議
開
き
意
見
交
換

Ｊ
Ｓ

構
造
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

施
設
工
学
室

長
に
島
崎
氏

国
立
保
健
医
療

科
学
院
１
日
付

２２
年
度
末
に
手
引
き
書

日
本
下
水
道
協
会
は
４
月
�
日
、管
路
施
設
の
更
生
工
法
に
関
す
る
検
討
委
員
会（
委

員
長＝

楠
田
哲
也
・
北
九
州
市
立
大
学
大
学
院
教
授
）
の
第
５
回
会
合
を
同
協
会
会
議

室
で
開
い
た
。
平
成
�
年
度
に
発
注
・
施
工
さ
れ
た
更
生
工
法
を
対
象
に
実
施
し
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
引
き
続
き
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
て
い
く

こ
と
、
�
年
度
末
を
め
ど
に
更
生
工
法
の
設
計
・
施
工
管
理
に
つ
い
て
の
手
引
き
書
の

作
成
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
会
合
か
ら
は
、
業
界
団
体
か
ら
も

委
員
が
参
加
し
、
更
生
工
法
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
産
学
官
が
協
力
し
て
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

老
朽
化
し
た
下
水
管
き
ょ

の
改
築
・
修
繕
に
近
年
、
更

生
工
法
が
多
く
採
用
さ
れ
て

い
る
が
、多
種
多
様
で
あ
り
、

工
法
に
よ
っ
て
施
工
適
用
条

件
や
施
工
方
法
、
材
料
、
強

度
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
発
注
者
で
あ
る

自
治
体
に
は
適
切
な
工
法
の

選
択
や
施
工
管
理
技
術
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
は
平
成
�
年
度

か
ら
低
コ
ス
ト
で
高
い
品
質

を
確
保
す
る
た
め
の
更
生
工

法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
昨
年
９
月
に
は

「
管
き
ょ
更
生
工
法
に
お
け

る
設
計
・
施
工
管
理
の
手
引

き（
案
）」を
ま
と
め
て
い
る
。

今
回
の
会
合
か
ら
は
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
結
果
を
基
に
各

工
法
の
評
価
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
す
る
た
め
、
日
本
下

水
道
管
路
管
理
業
協
会
と
日

本
管
路
更
生
工
法
品
質
確
保

協
会
か
ら
委
員
が
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

調
査
対
象
に
な
っ
た
の
は

４
都
市
で
実
施
さ
れ
た
�
件

の
更
生
工
法
。
調
査
は
�
施

工
前
評
価
�
施
工
時
評
価
�

供
用
時
評
価
（
工
事
完
了
後

１
年
）
―
の
３
段
階
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

今
回
は
施
工
時
評
価
ま
で
を

第
１
次
報
告
と
し
て
と
り
ま

と
め
た
。

調
査
結
果
で
は
、
工
法
の

選
定
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
施

工
計
画
書
で
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
例
や
施
工
状
況
に
課

題
が
み
ら
れ
る
例
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
工

法
選
定
の
考
え
方
の
整
理
や

品
質
管
理
・
施
工
管
理
の
徹

底
、
シ
ワ
・
収
縮
・
取
付
管

穿
孔
に
対
す
る
基
準
等
の
必

要
性
が
課
題
と
し
て
示
さ
れ

た
。し

か
し
、
工
法
ご
と
に
施

工
件
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

な
ど
議
論
を
行
う
に
は
デ
ー

タ
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

供
用
時
評
価
の
結
果
も
含
め

て
引
き
続
き
デ
ー
タ
収
集
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。
調
査
で
明
確
に
な
ら
な

い
項
目
に
つ
い
て
は
、
別
途

実
験
を
行
う
必
要
性
も
確
認

し
た
。
な
お
、
各
工
法
の
特

性
値
な
ど
は
、
下
水
道
新
技

術
推
進
機
構
の
審
査
証
明
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。

残
留
塩
素
管
理
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
た
日
本
水
道

協
会
「
残
留
塩
素
管
理
に
関

す
る
調
査
専
門
委
員
会
」
の

報
告
書
で
は
、
委
員
会
で
の

検
討
の
基
礎
資
料
に
な
っ
た

事
業
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
掲
載
し
て
い

る
。
残
塩
の
測
定
方
法
や
、

浄
水
場
で
の
残
塩
管
理
な
ど

を
調
べ
た
。
こ
の
中
に
は
、

給
水
栓
で
の
残
塩
濃
度
の
目

標
値
を
定
め
て
い
て
も
実
際

の
値
に
は
バ
ラ
つ
き
が
見
ら

れ
た
、
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

る
。
委
員
会
で
は
「
残
塩
０

・
１
㎎
／
Ｌ
以
下
」
の
可
能

性
を
模
索
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
結
果
か
ら
は
改
め
て
、
残

塩
管
理
の
難
し
さ
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

◇

調
査
は
昨
年
９
月
、
衛
生

常
設
調
査
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
て
い
る
�
事
業
体

と
、
地
域
性
を

考
慮
し
つ
つ
中

小
の
�
事
業

体
、
合
わ
せ
て

�
事
業
体
に
依
頼
し
た
。
う

ち
�
事
業
体
が
回
答
を
寄

せ
、
こ
れ
ら
を
集
計
し
て
解

析
し
た
。

■
増
え
る
自
動
計
器
、
点

検
と
校
正
は

手
分
析
は
ほ
と
ん
ど
の
事

業
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
連
続
監
視
の
重
要
性
や

危
機
管
理
の
必
要
性
か
ら

か
、
連
続
自
動
残
留
塩
素
計

（
自
動
計
器
）
も
	
％
（



カ
所
）
の
事
業
体
が
設
置
し

て
い
る
（＝

図
１
は
使
用
目

的
）。
自
動
計
器
の
方
式
は

全
事
業
体
で
「
ポ
ー
ラ
ロ
グ

ラ
フ
法
」
を
使
用
。「
吸
光

光
度
法
」
は
１
カ
所
あ
る

が
、
ポ
ー
ラ
ロ
グ
ラ
フ
法
と

の
併
用
だ
っ
た
。

自
動
計
器
は
�
自
動
�と

は
い
え
、
そ
の
性
能
を
維
持

す
る
た
め
に
は
日
常
の
機
器

点
検
と
校
正
（
手
分
析
の
測

定
値
を
も
っ
て
調
整
す
る
こ

と
）
が
重
要
だ
と
報
告
書
は

指
摘
し
て
い
る
。
で
は
、
実

際
は
ど
う
か
。


カ
所
の
う

ち
点
検
は
�
カ
所
で
、
校
正

は
す
べ
て
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
「
直
営
」
と
「
委

託
」
で
は
そ
の
頻
度
に
差
が

明
確
に
現
れ
て
お
り
、
直
営

校
正
（
�
カ
所
）
の
頻
度
は

月
１
回
以
上
が
７
割
を
占

め
、
逆
に
委
託
校
正
（
�
カ

所
）
は
１
年
に
１
回
～
複
数

年
に
１
回
が
８
割
を
占
め
て

い
る
（＝

図
２
、
直
営
・
委

託
の
併
用
あ
り
）。

■
給
水
栓
で
の
残
塩
濃

度
、
理
想
と
現
実給

水
栓
水
の

残
塩
管
理
に
つ

い
て
は
興
味
深

い
デ
ー
タ
が
示

さ
れ
て
い
る
。
�
カ
所
の
う

ち
、
用
水
供
給
事
業
の
２
カ

所
を
除
い
た
�
カ
所
の
中
で



カ
所
が
給
水
栓
で
の
残
塩

濃
度
の「
目
標
値
」を
設
定
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、�
お
い

し
い
水
の
目
安
�
と
さ
れ
る

０
・
４
㎎
／
Ｌ
以
下
に
設
定

し
て
い
る
（＝

図
３
）。

で
は
実
測
値
は
ど
う
な
の

か
。
目
標
値
を
設
定
し
て
い

る
事
業
体
の
給
水
栓
水
の
残

塩
実
測
値
の
平
均
値
は
、
０

・
１
～
０
・
５
㎎
／
Ｌ
が
約

７
割
と
、
全
体
と
し
て
概
ね

良
好
な
結
果
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
最
大
値
で
は
０
・

５
㎎
／
Ｌ

以
上
を
計

測
し
た
事

業
体
が
８

割

を

超

え
、
最
大

２
・
０
㎎

／
Ｌ
の
事

業
体
も
あ

る
。一

方

で
、最

小

値
で
は
０

・
１
㎎
／
Ｌ
以
下
が
１
カ
所

あ
り
、
こ
れ
ら
は
残
塩
の
管

理
が
い
か
に
難
し
い
か
を
示

唆
し
て
い
る
（＝

図
４
）。

具
体
的
検
討
へ
２
委
員
会

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構

は
４
月
�
日
、
第
１
回
技
術

普
及
委
員
会
と
第
１
回
分
野

連
携
委
員
会
の
合
同
会
議
を

東
京
都
文
京
区
の
中
央
大
学

で
開
き
、意
見
を
交
換
し
た
。

基
本
戦
略
委
員
会
は
大
局
的

な
視
点
か
ら
議
論
を
す
る
の

に
対
し
、
２
つ
の
委
員
会
は

問
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的

検
討
を
行
う
場
と
な
る
。

出
席
し
た
森
喜
朗
元
首
相

は
「
第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
各
国
の
首
脳
級
が

参
加
し
て
お
り
、
水
問
題
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
日
本

で
も
関
係
組
織
が
協
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

技
術
普
及
委
員
会
の
委
員

長
に
は
吉
村
和
就
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
、
分
野
連
携
委
員
会
で

は
委
員
長
に
山
田
正
・
中
央

大
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。
検

討
課
題
と
し
て
、
新
技
術
が

開
発
さ
れ
て
も
社
会
で
な
か

な
か
使
わ
れ
な
い
こ
と
や
、

優
秀
な
技
術
シ
ス
テ
ム
が
必

ず
し
も
国
内
外
で
普
及
し
な

い
こ
と
、
良
好
な
水
辺
空
間

を
造
ろ
う
と
す
る
と
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

現
地
の
状
況
に
対
応
し
た
技

術
を
持
ち
込
む
必
要
性
や
、

河
川
管
理
が
国
・
県
・
市
に

分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
「
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
水
道
技
術

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
代

表＝

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
）
と
「
災
害
時
に
お
け
る

中
小
規
模
「
水
」
供
給
チ
ー

ム
」
（
代
表＝

日
本
原
料
）
の

２
チ
ー
ム
が
「
チ
ー
ム
水
・

日
本
」
に
登
録
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
登
録
チ
ー
ム

数
は
�
日
時
点
で
�
と
な
っ

た
。

コ
ス
ト
と
品
質
の
両
面
重
視

日
本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ

Ｓ
）
は
、
財
政
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
健
全
な
経
営
を
実

現
す
る
た
め
に
「
Ｊ
Ｓ
下
水

道
事
業
コ
ス
ト
構
造
改
善
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
コ
ス
ト
縮
減
の

み
を
重
視
し
た
取
組
か
ら
、

コ
ス
ト
と
品
質
の
両
面
を
重

視
す
る
取
組
へ
転
換
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
国

土
交
通
省
公
共
事
業
コ
ス
ト

構
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、
総
合
的
な
コ

ス
ト
構
造
改
善
を
推
進
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
・

建
設
と
い
う
ハ
ー
ド
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
維
持
管
理
や

改
築
更
新
、
経
営
、
地
球
温

暖
化
対
策
、
水
・
資
源
循
環

な
ど
、
下
水
道
事
業
す
べ
て

の
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
に
し
て

い
る
。
目
標
期
間
は
平
成
�

年
度
か
ら
�
年
度
ま
で
。

コ
ス
ト
改
善
の
効
果
を
測

定
す
る
た
め
、
従
来
の
総
合

コ
ス
ト
縮
減
率
に
代
わ
る
３

項
目
の
総
合
コ
ス
ト
改
善
率

を
設
定
。
平
成
�
年
度
と
比

較
し
て
�
％
の
総
合
コ
ス
ト

改
善
率
の
達
成
を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
４
項
目
�
分
野

の
�
施
策
を
実
施
し
、
地
球

温
暖
化
、
長
寿
命
化
に
よ
る

Ｌ
Ｃ
Ｃ
低
減
、
合
流
式
下
水

道
の
改
善
、
膜
分
離
活
性
汚

泥
法
の
大
規
模
処
理
場
へ
の

適
応
化
の
４
施
策
に
つ
い
て

は
重
点
的
に
取
り
組
む
。

国
立
保
健
医
療
科
学
院
水

道
工
学
部
施
設
工
学
室
長
に

１
日
付
で
島
崎
大
（
し
ま
ざ

き
・
だ
い
）
氏
が
就
任
し

た
。
島
崎
室
長
は
、
平
成
�

年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
都
市
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
・
博
士
（
工
学
）

取
得
後
、
�
年
同
大
学
工
学

部
附
属
総
合
試
験
所
助
手
、

�
年
国
立
保
健
医
療
科
学
院

水
道
工
学
部
水
質
管
理
室
研

究
員
、
�
年
同
部
主
任
研
究

官
、
�
年
同
部
生
活
衛
生
適

正
技
術
開
発
主
任
研
究
官
を

歴
任
し
て
い
る
。
昭
和
�
年

８
月
生
ま
れ
の
�
歳
。

京
都
堀
川

通
り
に
は
、

西
本
願
寺
、

二
条
城
、
一

条
戻
り
橋
な

ど
、
歴
史
に

名
の
残
る
名
所
・
旧
蹟
が

な
ら
ぶ
▼
堀
川
は
、
平
安

京
造
営
時
に
木
材
運
搬
用

の
運
河
と
し
て
開
削
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
。
そ
の
後

も
農
業
用
水
や
友
禅
流
し

に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、

都
市
化
に
よ
り
�
年
前
に

水
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
▼

「
堀
川
に
清
流
を
」
の
願

い
を
込
め
、
自
治
会
が
中

心
と
な
り
「
灯
ろ
う
ま
つ

り
を
」
始
め
た
の
が
�
年

ほ
ど
前
。
子
供
た
ち
が
描

い
た
絵
付
き
灯
ろ
う
を
歩

道
に
並
べ
、
川
底
に
も
灯

ろ
う
を
置
い
て
せ
せ
ら
ぎ

を
演
出
し
た
▼
こ
の
春
、

市
の
事
業
に
よ
り
堀
川
に

「
清
流
」が
復
活
し
た
。
水

源
は
明
治
時
代
に
完
成
し

た
琵
琶
湖
疎
水
。
連
休
中

は
、
流
れ
と
た
わ
む
れ
、

は
し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
の
声

が
こ
だ
ま
し
た
▼
全
国

で
、
暗
渠
化
さ
れ
て
い
た

河
川
の
復
活
や
、「
水
無

川
」
に
水
を
戻
す
「
親
水

空
間
」
づ
く
り
が
急
ピ
ッ

チ
だ
▼
京
の
顔
と
も
い
え

る
堀
川
の
再
生
を
、
灯
ろ

う
に
願
い
を
込
め
た
人
々

と
と
も
に
喜
び
た
い
。

本
号
の
内
容

▽
横
浜
開
港
１
５
０
周
年

（
４
～
５
面
）

▽
南
三
陸
町
が
水
道
事
業
を
包
括
委
託

（
６
面
）

水 道 産 業 新 聞 社

大 阪：〒５３０―００２７ 大阪市北区堂山町１―５

電 話（０６）６３１２－３８７１

ＦＡＸ（０６）６３１２－３８７４

東 京：〒１０５―０００１ 東京都港区虎ノ門１―１９―１０

電 話（０３）５２５１－０３０３

ＦＡＸ（０３）５２５１－３８０２

管管路路更更生生工工法法のの品品質質確確保保へへ
残残
塩塩
管管
理理
にに
関関
すす
るる

調調
査査
専専
門門
委委
報報
告告
書書

直営と委託で“差”も

業界団体の委員も参加した２８日の会合

課題を指摘した合同会議

森元首相

図２ 自動計器の校正頻度

日水協

図３ 給水栓水の残塩目標値（㎎／L）

残
塩
管
理
の
難
し
さ
、改
め
て
…

図４ 給水栓水の残塩実測値（㎎／L）

図１ 自動計器の使用目的

（複数回答）

島崎室長

（週二回月・木曜日発行）２００９年（平成２１年）５月１１日（月曜日）
購読料 １カ月���円 年間���円（税込）
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